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要  約   

ネオニコチノイド系殺虫剤である「チアメトキサム」（CASNo．153719－23・4）  

について、各種試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（とうもろ  

こし、水稲及びなし）、土壌中運命、水中運′命、土壌残留、作物残留、急性毒性  

（ラット及びマウス）、亜急性毒性（ラット及びイヌ）、慢性毒性（イヌ）、慢性  

毒性／発がん性（ラット）、発がん性（マウス）、2世代繁殖（ラット）、発生毒  

性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、チアメトキサム投与による影響は、主に血液及び肝臓に認め  

られた。繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。マ  

ウスを用いた発がん性試験では肝細胞腺腫及び肝細胞癌の増加が認められたが、  

本剤に遺伝毒性は認められず発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難いこと  

から、本剤の評価にあたり閲値を設定することは可能であると考えられた。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットを用いた2世代繁殖試験の  

1．84 mg／kg体重／日であったので、これを根拠として、安全係数100で除し  

た0．018皿g／kg休重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

！て   



Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺虫剤   

2．有効成分の一般名  

和名：チアメトキサム  

英名：thiamethoxam（ISO名）   

3．化学名   

ImC  

和名：（且勿一3t（2－クロロー1，3チアゾール・5イルメチル）・5・メチルー1，3，5一  
オキサジアジナンー4－イリデン（ニトロ）アミン  

英名：（且カー3・（2・Chloro－1，3－thiazol－5・ylmethyl）－5－methyl－1，3，5・  

0Ⅹadiazinan－4－ylidene（nitro）amine  

CAS（No．153719－23・4）  

和名：3・［（2－クロロー5チアゾリル）メチル］テトラヒドロー5・メチルー」Ⅴニトロー4月ニ  

1，3，5－オキサジアジン・4イミン  

英名：3－［（2・Chloro－5・thiazolyl）methyl］tetrahydro－5・methyl－jVhitro－4H  

l，3，5－OXadiazin－4・imine  

4．分子式  

C8HlOCIN503S  
5．分子量  

291．7  

6．構造式  

02N＼N  
…≒二＼ミ㌻＼ニーニー  

7．開発の経緯   

チアメトキサムはネオニコチノイド系殺虫剤であり、作用部位は昆虫中枢神経系   

のニコチン性アセチルコリン受容体である。   

我が国では2000年8月15日に初めて農薬登録され、平成17農薬年度によると   

原体ベースで27．0トンが輸入されている（参照80）。2004年7月現在、アメリカ、   

フランス、英国等で登録されている。   

今回、農薬取締法に基づく適用拡大申請（れんこん、大豆、稲等）がなされてい   

る。また、ポジティブリスト制度導入に伴う暫定基準値が設定されている。  
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

各種運命試験（Ⅱ．1～4）は、チアメトキサムのチアゾール環2位を14Cで標識   

したもの（［thi－14C］チアメトキサム）及びオキサジアジン環4位を14Cで標識した   

もの（［0Ⅹa－14C］チアメトキサム）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物濃度   

は特に断りがない場合チアメトキサムに換算した。代謝物／分解物及び検査値等略称   

は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験（吸収■排泄t分布及び代謝）   

SDラットに、［thi－14C］チアメトキサムまたは【oxa－14C］チアメトキサムを低用量   

（0．5mg／kg体重）または高用量（100mg／kg体重）でそれぞれ単回経口投与、単   

回静脈内投与（低用量群のみ）または反復経口投与（【thi・14C】チアメトキサム、低   

用量群のみ、非標識化合物を14日間前投与した後、標識化合物を単回経口投与）   

し、動物体内運命試験が実施された。   

【thi－14C］チアメトキサム及び【0Ⅹa－14C］チアメトキサム単回投与時の血液中放射  

能濃度は、単回経口投与群で投与1～4時間後、静脈内投与群で投与0．25時間後に  

最大となり、最高濃度（Cmax）はそれぞれ0．168～0．201、33．0～43．2及び0．525  

～0．686膵／gであった。消失半減期（Tl／2）は低用量経口投与群で5～8時間、高用   

量経口投与群で7～9時間、静脈内投与群で2～3時間であり、標識部位間に大きな  

違いは見られなかった。   

投与168時間後、単回低用量経口投与群において、尿に総投与放射能（TAR）の  

91．3～95．7％、組織、カーカスに合計0．2～0．4％TAR、単回高用量経口投与群にお   

いて、尿に95．5～99．2％TAR、組織、カーカスに合計0．3～0．7％TAR、反復経口投  

与群において、尿に94．7～96．2％m、組織に0．4～0．5％TARが分布した。   

吸収されたチアメトキサムは、尿及び糞中に急速に排j世され、いずれの投与群か   

らも投与後24時間以内に77．4～95．2％TARが尿中に、2．4～6．2％nlRが糞中に排  

泄された。投与7日後には93．1～104％TARが体外に排泄された。   

チアメトキサムの消失は速く、組織中のTl／2は2．4～5．7時間であった。低用量経   

口投与群では投与7日後の肝臓における総残留放射能濃度（0．0033トLg／g）が最高で   

あり、その他の組織では検出限界に近い値であった。単回高用量経口投与群では、  

血液に0．149～0．199膵／g、肝臓に0．240～0．557いg／g分布した以外は、全ての組織   

で血液よりも低い値であった。   

尿試料からは、未変化体が68．7～82．6％TAR、B（クロチアニジン1）が5．1～  

13．1％mR検申され、その他の代謝物は2．0％m以下であった。糞中からは未変  

化体が0．4～2．1％TAR検出され、その他の代謝物は1．0％m以下であった。胆汁   

中からは未変化体が1．1～1．2％TAR検出され、B及びGがそれぞれ0．2及び0．1％TAR  

1：クロチアニジンは、住化武田農薬株式会社より2002年4月24日に農薬登録された。平成17農薬   

年度には原体ベースで238．4トン生産されている。稲、きゅうり、なす、ばれいしょ、リンゴ、う   

め、かんきつ及び茶等に登録がある。  
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検出された。   

チアメトキサムの主要代謝経路は、①オキサジアジン環の開裂、②グアニジン構  

造からの脱ニトロ化、③グアニジン構造の加水分解、④入声脱メチル化、⑤グルタチ  

オン抱合、⑥チアゾール環とオキサジアジン環間の開裂であると考えられた。（参  

照2、3）  

2．埴物体内運命試験  

（1）とうもろこし  

［thi－14C］チアメトキサムまたは［oxa－14C］チアメトキサムの通常処理区では浸漬   

液を調製し、とうもろこしの種子（品種：Ma由ster）を一昼夜浸漬後、播種した。   

最終的な処理濃度は［thi－14C］チアメトキサムで149gai／ha、【0Ⅹa－14C］チアメトキ   

サムで145gai／haであった。また、［thi－14C］チアメトキサムまたは［0Ⅹa－14C］チア   

メトキサムの過剰処理区では播種2週間後にそれぞれ488gai／ha、485gai／ha   

を土壌処理し、茎部処理区では6葉期のとうもろこし茎部2ケ所に各1．26mgを   

注入処理した。薬剤処理後、通常処理区では0、14（［thi・14C】チアメトキサム処   

理区のみ）、33、124及び166日後に、過剰処理区では89、152日後に、茎部処   

理区では78 日後に各試料を収穫し、とうもろこしにおける植物体内運命試験が   

実施された。本試験で用いた試験設計概要は表1に示されている。  

表1とうもろこしにおける櫨物体内運命試験の試験設計概要  

処理方法   通常処理  過剰処理  茎部注入   

薬剤処理か  

ら検体採取  0   14   33   124   166   89   152   78   

までの目数  

処理量   145～   149   145′～   145～   145～   485～   485～   1．26   

（gaiノha）   149  149   149   149   488   488   mgX2   

標識体  【thi－14C】  ［thi－14C］チアメトキサム、［0Ⅹa・14C］チアメトキサム   

チアメト  

キサム、  

［0Ⅹa－14C］  

チアメト  

キサム   

試料   種子   茎葉、根、  茎葉   穀粒、  茎葉   穀粒、  穀粒、葉、  

種子   かい葉、  かい葉   梓   

土壌  

通常処理の14日後のとうもろこしにおいて、茎葉、根及び種子に2．7、0．3及  
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び42．4％TARが分布した。処理33日後の茎葉中には2．1～2．3％TAR、124日後  

の茎葉中には5．5～6．5％mR、収穫時（166日）には穀粒及びかい葉にそれぞれ  

0．2～0．3％TAR（0．015～0．023mg／kg）、4．3～6．6％TAR（0．238～0．346mg／kg）  

分布し、土壌には地表面下0－10cmに50．4～59．1％TAR（0．069～0．113mg／kg）、  

10・20cmに28．9～32，2％TAR（0．032～0．066mg／kg）、20－30cmに12．0～17．4％  

mR（0．011～0．026mg此g）分布した。   

過剰処理区処理89日後の茎葉中には4．4～4．8％TAR、処理152日後の穀粒中、  

かい菓中にそれぞれ0．2～0．4％mR（0．041～0．080mg／kg）及び5．7～6．9％  

mR（0．882～1．030mg／kg）分布した。茎部注入（78日後）の穀粒、葉及び梓にそ  

れぞれ0．2～0．3％TAR（0．035～0．058mg／kg）、62．5～64．4％m（59．1～66．7  

mg／kg）及び2．0～4．2％TAR（0．868～1．70mg／kg）分布した。   

親化合物の残留濃度は、通常処理区における穀粒中で0．002mg瓜g（6．5～  

15．1％TRR）、かい葉中で0．007～0．015mg／kg（3．0～4．3％TRR）、過剰処理区で  

は穀粒中で0．006mg／kg（7．9～15．1％TRR）、かい葉で0．038～0．047mg／kg（3．1  

～5．3％TRR）であった。また、茎部注入では、穀粒中で0．001mg／kg、葉で30．6  

～32．3mg此g、梓で1．1mg／kgであった。   

主要代謝物は、B（かい葉中の3．6～4．3％TRR及び穀粒中の7．5～15．8％TRR）、  

C（かい葉中の6．9～8．5％TRR）及びE（かい葉中の8．7～10．4％TRR）であった。   

とうもろこしにおけるチアメトキサムの主要代謝経路は、①オキサジアジン環  

の開裂（Bの生成）、②ニトロ基の脱離（C及びEの生成）等を経て更に分解さ  

れる経路と考えられた。（参照4、5）  

（2）水稲（茎葉散布）   

［thi－14C］チアメトキサムまたは【0Ⅹa－14C］チアメトキサムを用いて散布液を調製   

し、水稲（品種：コシヒカリ）に25gai／ha、コンテナ移植後48～49日（出穂期）、   

98日後（【thi－14C］チアメトキサム）または99日後（【0Ⅹa－14C］チアメトキサム）（い   

ずれも収穣21目前）に計2回処理した。各散布1時間後及び移植119日後（成   

熟時、［thi－14C］チアメトキサム）または120日後（成熟時、〔oxa・14C］チアメトキ   

サム）に植物体を収穫し、玄米、籾殻及び稲わらに分けて分析し、田面水につい   

ては各散布1時間後に採取し、水稲における植物体内運命試験（茎葉散布）が実   

施された。   

【thi－14C］チアメトキサム処理区の移植119日後及び［0Ⅹa－14C］チアメトキサム処   

理区の移植120日後の総残留放射能濃度は、玄米0．026～0．050mg／kg、籾殻0．960   

～1．16mg／kg及び稲わら1．01～1．08mg／kgであった。このうち親化合物はそれ   

ぞれ0．002～0．003mg／kg（4．5～12．8％TRR）、0．628～0．821mg／kg（65A～   

70．8％TRR）及び0．507～0．570mg／kg（50．3～53．0％TRR）であった。また、主   

要代謝物はB（玄米4．2～10．6％TRR、粉殻3．6～6．3％TRR及び稲わら 7．7～  

11．4％TRR）、C（粗殻2．7～3．0％TRR及び稲わら1．9～4．0％TRR）、F（玄米0．1  
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～0．7％TRR、籾殻3．7～4．4％TRR及び稲わら2．6～3．2％TRR）、G（玄米1．1～  

2．6％TRR、籾殻0．8～0．9％TRR及び稲わら1．0～1．8％TRR）及びM（玄米0．4  

～0．5％TRR、籾殻0．1～0．7％TRR及び稲わら3．8～5．2％TRR）であった。   

茎葉散布処理した水稲におけるチアメトキサムの主要代謝経路は、①オキサジ  

アジン環の開裂（B及びGの生成）、②ニトロ基の脱離（Cの生成）、③イミンの  

加水分解（Fの生成）、④〃脱メチル化（Mの生成）であると考えられた。（参照  

6、7）  

（3）水稲（箱処理）   

［thi－14C］チアメトキサムまたは［0Ⅹa－14C］チアメトキサムを用いて粒剤を調製し、   

水稲（品種：コシヒカリ）の苗箱に300gai／ha相当を処理し、24時間後にコン   

テナに移植した。処理1、34及び71日後に茎葉及び田面水を、処理126 日   

（［oxa・14C］チアメトキサム）または127日後（【thi－14C］チアメトキサム）に残り   

の植物体を収穫し、玄米、籾穀及び稲わらにわけて分析し、水稲における植物体   

内運命試験（箱処理）が実施された。  

処理126日後（【0Ⅹa－14C］チアメトキサム）及び127日後（［thi－14C］チアメトキサ   

ム）の総残留放射能濃度は玄米0．176～0，233mg／kg、籾殻0．526～0．665mg／kg、   

稲わら2・83～2・99mg／kg及び土壌0．124～0．145mg／kgであった。このうち未変   

化体はそれぞれ未検出～0．001mg／kg（0～0．4％TRR）、0．035～0．144mg／kg（6．7   

～21・7％TRR）、0・518～0・775mg悔（17．3～27．4％TRR）及び0．011～0．014mg／kg   

であった。  

主要代謝物は、B（玄米1．1～2．3％TRR、籾殻13．1～16．2％TRR及び稲わら6．1   

～7．7％TRR）、C（玄米0．3％TRR、籾殻1．4～2．8％TRR及び稲わら4．1～5．9％TRR）、   

F（籾殻0．9～1．6％TRR及び稲わら2．2～3．9％TRR）、G（玄米0．4～0．9％TRR、   

籾殻2．5～2．6％TRR及び稲わら3．3～3．8％TRR）及び0（玄米0．2～0．4％TRR、   

籾殻1．1～1．8％TRR、稲わら1．7～2．1％TRR）であった。   

箱処理した水稲におけるチアメトキサムの主要代謝経路は、①オキサジアジン   

環の開裂（B及びGの生成）、②ニトロ基の脱離（Cの生成）、③イミンの加水分   

解（F及びGの生成）、④〟脱メチル化（0の生成）であると考えられた。（参照   

8、9）  

（4）なし   

【thi・14C］チアメトキサムまたは【0Ⅹa・14C］チアメトキサムを用いて散布液を調製   

し、圃場栽培のなし（品種：Bartlett）に1回あたり150gainla（通常処理）ま   

たは1，500gaiノha（過剰処理）で、13日間隔で計2回散布した。最終散布15日   

後に葉及び全果実を採取し、なしにおける植物体内運命試験が実施された。   

総残留放射能濃度は、通常処理区の果実中で0．488～0．701mg／kg、葉で40．1   

～51・Omg／kg、過剰処理区の果実中で6．81～7．07mg／kg、葉で417～451mg／kg  
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であった。このうち未変化体は、通常処理区の果実で0．143～0．196mg／kg（28．0  

～29．3％TRR）、過剰処理区の果実で2．16～2．27mg／kg（30．5～33．4％TRR）及び  

葉で64．2～75．3mg／kg（14．3～18．0％TRR）であった。   

果実における主な代謝物として、Bが通常処理区で19．1～24．3％TRR及び過  

剰処理区で13．5～19．0％TRRを占め、Gが通常処理区で5．0～6．0％TRR及び過  

剰処理区で8．0～8．4％TRRを占めた。その他の代謝物は5％TRR以下であった。   

なしにおけるチアメトキサムの主要代謝経路は、オキサジアジン環の開裂（B  

及びGの生成）であると考えられた。（参照10）  

3．土壌中運命試験  

（1）好気的湛水土壌中運命試験   

【thi・14C］チアメトキサムまたは【0Ⅹa－14C］≠ァメトキサムをそれぞれ660g   

ai几aの用量で湛水状態の沖積・埴壌土（兵庫）の水相に添加後、25℃の暗所で   

363日間インキュべ－ションし、好気的湛水土壌中運命試験が実施された。  

水相での抽出性残留放射能は経過日数とともに減少し、処理363日後には0．26   

～0．31％TARとなった。土壌相での抽出性残留放射能は、処理42日後に74．7～   

75．7％TARまで増加したが、その後減少し、処理363日後には30．6～34．0％mR   

となった。揮発性放射能は、処理363日後に2．2～3．6％TARであった。非抽出   

性残留放射能は徐々に増加し、363日後には61．9～62．8％mに達した。主要な   

分解物は、C及びF（［thi－14C］チアメトキサム処理区のみ）であり、処理120  

日後にそれぞれ37．1～39．1％mR及び0．85％TARまで増加したが、処理363日   

後にCは26．9～30．8％TARに減少し、Fは検出限界未満となった。チアメトキ   

サムの推定半減期及び90％減衰期間は、水相で3．32～3．35及び43．7～47．1日、   

土壌相で39．2～46．6及び130～155日であり、試験系全体では51．6～51．8及び   

162～170日であった。  

チアメトキサムは水相から土壌相に移行し、ニトロ基の脱離を経て、最終的に   

二酸化炭素まで分解されると考えられた。（参照11、12）  

（2）好気的土壌中運命試験   

【thi－14C］チアメトキサムまたは【0Ⅹa・14C］チアメトキサムをそれぞれ200g   

ai／ha（低用量：分解速度試験用）または10，000gai／ha（高用量：分解物単離用）   

の用量で畑地土壌（米国カリフォルニア州）に添加後、非滅菌／滅菌条件下で、25℃   

の暗所で365日間インキュべ－ションし、好気的土壌中運命試験が実施された。  

抽出性放射能は経過日数とともに減少し、処理365日後には40．7～52．0％TAR   

となった。そのうち、親化合物は42．2～46．2％TARであった。非抽出性残留放射   

能は徐々に増加し、処理365日後には非滅菌条件下で44．7～47．1％mであっ   

た。揮発性放射能は処理365日後までには低用量で10．2～10．7％mR、高用量で   

13．8～15．3％TARとなり、二酸化炭素への分解が示唆された。主要な分解物は、  
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B、F、G、Q及びUであった。分解物Fが高用量で268日後に7．4％mR検出  

されたが、その他の分解物は試験期間中に5％mR未満であった。   

チアメトキサムは非滅菌条件下では、2相性の減衰を示し、推定半減期は254  

～353日（第1相で4．7～7．0日、第2相で471～521日）であった。滅菌条件下  

での推定半減期は286～318日であった。   

チアメトキサムは好気的土壌中で分解を受け、最終的に二酸化炭素まで分解さ  

れると考えられた。（参照13、14）  

（3）嫌気的土壌中運命試験   

［thi－14C］チアメトキサムまたは【0Ⅹa・14C］チアメトキサムをそれぞれ200g   

ai／ha（低用量）または10，000gai／ha（高用量）の用量で湛水土壌（米国カリフ   

ォルニア州）に添加し、嫌気的土壌中運命試験が実施された。試験土壌は25℃   

の暗所で試験21日までは連続して、それ以降は揮発性放射能捕集の際に窒素を   

通気し、365日間インキュベーションした。  

チアメトキサムは経過日数とともに減少し、120日後には3．9～4．0％mRとな   

った。主要分解物はC及びFで、Cは試験120日前後に58．9～63．4％mR、F   

は試験21日前後に5．4～4．8％TARに達した後、緩やかに減少した。その他の分   

解物は5％TAR以下であった。揮発性放射能は最大で低用量で2．7～7．1％TAR、   

高用量で4．4～6．7％TAR生成し、大半が二酸化炭素であった。非抽出性放射能は   

徐々に増加し、最大で272日後に19．5％mRに達した。  

嫌気性条件下でのチアメトキサムの推定半減期は23．5～24．2日であった。  

嫌気的土壌中におけるチアメトキサムの主要分解経路はニトロ基の脱離であ   

り、さらに加水分解等を受けると考えられた。（参照15、16）  

（4）土壌吸着試験  

チアメトキサムの土壌吸着試験が4種類の国内土壌（細粒強グライ土：宮城、   

灰色低地土：高知、淡色黒ボク土：茨城、洪積・埴壌土：和歌山）を用いて実施   

された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは0．218～1．02、有機炭素含有率により補正した   

吸着係数Ⅰも。は16．4～32．0であった。（参照17）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験   

［thi・14C］チアメトキサムまたは［0Ⅹa－14C］チアメトキサムをpHl（希塩酸）、5（酢   

酸緩衝液）、7（リン酸緩衝液）及びpH9（ホウ酸緩衝液）の各緩衝液に10mg／L   

になるように添加した後、遮光、脱酸素条件下、25、40及び60℃でインキュベ   

ーションし、加水分解試験が実施された。本試験で用いた試験設計概要は表2に   

示されている。  

12   



表2 加水分解試験の試験設計概要  

pH   温度   試験期間   

条件1・1  1、5、7   5日間   
60℃  

条件1－2   9  24時間   

条件2   5   25℃   

条件3   7   30日間  
25、40、60℃   

条件4   9  

チアメトキサムは、条件1・1のpHl及び5では分解は認められず、PH7では  

27～36％TARが分解した。また、条件1－2では24時間後の残存率は0．64～  

0．74％TARとなり、チアメトキサムはアルカリ性条件下で加水分解が促進された。  

主要分解物はF、N及びQであった。25℃、pH7の緩衝液中でチアメトキサム、  

F、N及びQは処理30日後に93．4～94．1、2．3～2．5、1．1～1．3及び0．63％mR  

であり、25℃、pH9の緩衝液中でチアメトキサム、F、N及びQは処理30日後  

に0．68～8．5、27．9～33．3、53．6～59．7及び9．1％TARであった。チアメトキサ  

ムの推定半減期はpHl及び5では測定不可能であり、pH7で1，110～1，250日、  

pH9では7．3～15．6日であった。（参照18、19）  

（2）水中光分解試験（非標識体）  

チアメトキサムを滅菌蒸留水及び河川水（神奈川、PH7．7）にそれぞれ約1mg几   

になるように加えた後、25±1℃で14日間キセノン光を連続照射し［測定波長：   

300～400nm、光強度：47．9W／m2（滅菌蒸留水）、49．4W／m2（河川水）］、水中   

光分解試験が実施された。  

暗所対照区において、チアメトキサムはわずかに分解し、処理14日後には0．91   

～0．92mg／L程度まで減少した。光照射により、チアメトキサムは急速に分解し   

た。処理3日後に、滅菌蒸留水、河川水とも、検出限界未満となった。主要分解   

物はWで、処理14日後に、滅菌蒸留水で0．80mg／L及び河川水で0．32mg／L   

生成した。チアメトキサムの推定半減期は滅菌蒸留水で4．4時間及び河川水で   

4．3時間であった。（参照20）  

（3）水中光分解試験（標粒体）   

【thi－14C］チアメトキサムまたは［0Ⅹa・14C］チアメトキサムを用い、PH5（酢酸緩   

衝液）の滅菌緩衝液に10mg几になるように加えた後、25℃で30日間、1日12   

時間キセノンアーク光を照射し（測定波長：290～700nm、光強度：410W／m2）、   

水中光分解試験が行われた。  

暗所対照区において、チアメトキサムはわずかに分解し、処理30日後には93．1  
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～93．7％mRまで減少した。光照射により、チアメトキサムは速やかに分解した。  

主要分解物は、［thi－14C］チアメトキサムでは揮発性成分の硫化カルポニルとイソ  

シアン酸であり、処理30日後には合計値が54．3％mRに達した。［0Ⅹa・14C］チア  

メトキサムではWが65．8％mR生成した。その他、B、C及びFで、処理30  

日後に、0．68～2．9％TAR、検出限界未満～1．9％TAR及び3．3～8．5％TAR生成し  

た。揮発性放射能は【0Ⅹa－14C］チアメトキサムでは1．5％mであり、二酸化炭素  

であると考えられた。チアメトキサムの推定半減期は2．29～3．08日であった。（参  

照21、22）  

5．土壌残留書式験   

火山灰・壌土（岩手）、沖積・埴壌土（三重）、火山灰・軽埴土（牛久）及び沖積・  

埴壌土（高知）を用いて、チアメトキサム、分解物B、Cを分析対象化合物とした   

土壌残留試験（容器内及び圃場）が実施された。   

結果は表3に示されている。（参照23～26）  

表3 土壌残留試験成績（推定半減期）  

推定半減期  

試験   土壌   濃度  チアメトキサム＋  
チアメトキサム  

分解物B、C   

容器内試験  純品  約10日   約35日  

（湛水状態）   0，5mg／kg  約11日   約53日   

容器内試験  純品  約34日   約66日  

（畑地状態）   0．5mg／kg  約89日   約144日   

圃場試験  粒剤  約1日   約1日  

（水田状態）   約2．5日   約3日   

圃場試験  約48日   約50日  

（畑地状態）   約37日   約38日   

6．作物残留試験   

チアメトキサム及び代謝物Bを分析対象化合物とした作物残留試験が実施されて   

おり、その結果は別紙3に示されている。 チアメトキサムの最高値は、最終散布7日  

後に収穫した茶（荒茶）の9．78mg／kgであった。代謝物Bの最高値は、最終散布3   

日後に収穫したほうれんそうで、1．42mg／kg（チアメトキサムの35％程度）検出さ   

れた。（参照27～33）   

別紙3の作物残留試験の分析値を用いて、チアメトキサムを暴露評価対象物質と   

して国内で登録のある農産物からの推定摂取量を表4に示した（別紙4参照）。   

なお、本推定摂取量の算定は、申請された使用方法からチアメトキサムが最大の  
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残留を示す使用条件で、今回申請された作物（れんこん、だいず、稲、未成熟とう  

もろこし、だいこん、かんきつ、ミニトマト、 ほうれんそう、ししとう、わけぎ、  

こまつな、みずな、こんにやく、とうがらし類、非結球レタス）を含む全ての適用  

作物に使用され、加工・調理による残留農薬の増減が全くないとの仮定の下に行っ  

た。  

表4 食品中より摂取されるチアメトキサムの推定摂取量  

国民平均   小児（1～6歳）   妊婦   高齢者（65歳以上）  

（体重：53．3kg）  （体重：15．8kg）  （体重：55．6kg）   （体重：54．2kg）   

摂取量  
265   155   264   272   

（いg／人／日）  

7．一般薬理試験  

ラット、マウス及びモルモットを用いた一般薬理試験が実施された。結果は表5   

に示されている。（参照34）  

表5 一般薬理書式験概要  

投与最★  
動物数  無作用量  作用故  

試験の種類   動物種  結果概要   
匹／群  

（m威kg体重 （投与経路）   （m釘kg体動   （m威kg体亜  

中  500mg／kg体重以上投与群  
0、500、  

枢  Wistar  で眼裂の狭少  
雄 5   1，000、2，000  500  

神  ラット  2，000mg此g体重投与群  
（経口）  

経  で死亡1例  

系  一般状態  500mg／kg体重以上投与群  

0、250、  で自発運動の抑制  
ICR  

雄 5   500、1，000  250   500  1，000mg／kg以上投与群で  
マウス  

（経口）  受動性発現、握力の減退、  

眼裂の狭少  

0，125、  
ヘキソハ予ルビ  ICR  500mg／kg体重投与群で  

雄 8   250、500  250   500  
タール睡眠  マウス  延長傾向  

（経口）  

0、125、  
ICR  

電撃痩攣  雄10   250、500  500  投与による影響なし   
マウス  

（経口）  
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0、250、  
ICR  1，000mg／kg体重投与群  

正常体温  雄 6   500、1，000  500   1，000  
ラット  で体温低下   

（経口）  

0、250、  
Wistar  1，000mg／kg体重投与群で  

循  雄 6   500、1，000  500   1，000  
ラット  血圧低下  

環  （経口）  

器  0、250、  
Wistar  

系   雄 6   500、1，000  1，000  投与による影響なし   
ラット  

（経口）  

0、1×10‾7、  

摘出回腸  1×10－6、  
消  雄 4  1×10‾4M  投与による影響なし  

血▼イ加   1×10■5、  
化  

1×10‾4M  
器  

0、125、  
系  ICR  250mg／kg体重投与群で腸  

腸管輸送能  雄 8   250、500  125   250  
マウス  管輸送能抑制   

（経口）  

0、125、  
ICR  

格  雄 8   250、500  500  投与による影響なし   
マウス  

筋   （経口）  

0、250、  
Wistar  

血液凝固能  雄 6   500、1，000  1，000  投与による影響なし  
ラット  

血  （経口）  

液  0、250、  
Wistar  

溶血性  雄 6   500、1，000  1，000  投与による影響なし   
ラット  

（経口）  

★：検体は全て0．5％MC水溶液に懸濁して投与した。  

－：無作用量又は作用量が設定できない。  

8．急性毒性試験  

（1）急性毒性吉武験  

チアメトキサムのSDラットを用いた急性経口、経皮及び吸入毒性試験が、ICR   

マウスを用いた急性経口毒性試験が実施された。  

結果は表6に示されている。（参照35～38）  
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